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老
老
介
護
の
悲
劇
が
繰
り
返
し

報
道
さ
れ
、
家
族
介
護
を
理
由

に
し
た
離
職
も
相
次
ぎ
、
介
護
へ
の
支

援
強
化
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
は
10
月
31
日
、

介
護
保
険
制
度
改
定
に
向
け
議
論
し
て

い
る
社
会
保
障
審
議
会
で
、
制
度
の
見

直
し
を
正
式
に
提
示
し
た
。
い
ま
、
物

価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
感
染
な
ど
に
よ
り
、

介
護
事
業
者
も
利
用
者
も
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
な
か
で
の
介
護
保
険

改
定
に
、
介
護
関
係
の
団
体
か
ら
も
避

難
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
要
介
護
１
・
２
の
訪
問
介
護
が
保
険

給
付
か
ら
外
さ
れ
総
合
事
業
へ
移
行
さ

せ
る
と
し
て
い
る
。
対
象
と
な
る
利
用

者
数
と
、
実
施
さ
れ
た
場
合
の
町
の
影

響
は
。

⑵
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
計
画
）
作
成
が

有
料
に
な
る
と
介
護
保
険
の
利
用
を
控

え
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

現
在
の
作
成
数
は
。

⑶
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
な
ど

の
多
床
室
の
部
屋
代
を
保
険
給
付
か
ら

外
そ
う
と
し
て
い
る
。
多
床
室
の
利
用

者
数
は
。

⑷
介
護
保
険
制
度
見
直
し
に
対
し
、
介

護
関
係
８
団
体
・
生
協
・
農
協
関
連
団

体
な
ど
が
厚
労
省
に
要
望
書
を
出
し
て

い
る
。
町
と
し
て
意
見
を
上
げ
て
い
く

と
共
に
、
国
に
国
庫
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
を
求
め
て
い
く
こ
と
。

⑸
低
年
金
で
も
入
所
で
き
る
介
護
施
設

の
拡
充
を
。　
　
　

 

町　

長 

⑴
令
和
４
年
９
月
末
時
点
で
、
要
介
護

１
が
３
５
７
人
、
要
介
護
２
が
３
２
０

人
、
こ
の
う
ち
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
方
は
、
要
介
護
１
が
74

人
、
要
介
護
２
が
71
人
で
あ
る
。
町
の

影
響
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
要
支
援
者

等
に
対
す
る
総
合
事
業
同
様
、
移
行
後

も
現
行
制
度
に
お
け
る
町
の
負
担
割
合

に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
上
限
額
を
超

過
し
な
い
限
り
影
響
は
な
い
。

⑵
令
和
３
年
度
実
績
は
、
要
支
援
の
方

の

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

計

画

が

２
５
５
９
件
、
要
介
護
の
方
の
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
７
２
１
８
件
、
合

計
９
７
７
７
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
社

会
保
障
審
議
会
・
介
護
保
険
部
会
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
の
制
度
改
正
に
お

い
て
は
見
送
る
方
向
の
報
道
が
あ
っ
た
。

⑶
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
居
住

費
は
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
、
在
宅
と

施
設
利
用
者
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
保
険
給
付
の
対
象
外
と
な
っ
た
。

居
住
環
境
の
違
い
に
応
じ
、
多
床
室
に

つ
い
て
は
光
熱
水
費
の
み
、
個
室
に
つ

い
て
は
光
熱
水
費
お
よ
び
室
料
を
入
所

者
が
負
担
し
て
い
る
。

　

町
内
１
カ
所
の
介
護
老
人
保
健
施
設

の
入
所
者
数
は
、
多
床
室
と
し
て
４
人

部
屋
30
室
で
１
０
９
人
、
２
人
部
屋
３

室
６
人
の
ほ
か
個
室
24
人
の
計
１
３
９

人
、
こ
の
う
ち
、
本
町
住
民
の
入
居
者

数
は
、
多
床
室
が
４
人
部
屋
に
41
人
、

２
人
部
屋
に
２
人
、
個
室
に
７
人
計
50

人
と
な
っ
て
い
る
。

⑷
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
高
齢
者
の
生
活
の
支
え
と
し
て
定

着
し
て
い
る
が
、
要
支
援
・
要
介
護
認

定
者
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は

と
も
に
増
加
し
、
令
和
３
年
度
の
介
護

給
付
費
の
総
額
は
、
制
度
創
設
当
初
の

３
・
６
倍
と
な
り
、
今
後
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
制
度

の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保
の
た

め
に
も
国
の
財
政
支
援
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
北
海
道
町
村
会

を
通
じ
て
国
費
の
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
国
に
要
請
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
要
請
活
動
を
行

っ
て
い
く
。

⑸
低
年
金
等
所
得
の
低
い
方
に
対
し
て

は
、
居
住
費
や
食
費
に
係
る
負
担
額
に

所
得
や
課
税
状
況
に
応
じ
た
限
度
額
を

設
け
て
い
る
ほ
か
、
施
設
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
軽
減
措
置
が
あ

る
等
、
現
行
制
度
に
お
い
て
定
年
金
に

よ
り
入
所
が
で
き
な
い
こ
と
は
な
い

が
、
各
種
軽
減
措
置
の
手
続
き
方
法
に

つ
い
て
、き
め
細
か
な
周
知
に
努
め
る
。

答問
制
度
の
見
直
し
全
般
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い

高
齢
者
が
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に

問
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介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
所
得
に
応

じ
て
費
用
の
１
割
か
ら
３
割
を
負
担

し
、
残
り
の
50
％
を
、
公
費
に
よ
り

国
が
25
％
、
都
道
府
県
が
12
・
５
％
、

市
町
村
が
12
・
５
％
負
担
し
、
残
り

の
50
％
を
第
１
号
お
よ
び
第
2
号
被

保
険
者
が
納
付
す
る
保
険
料
で
賄
っ

て
い
る
。


